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防雪柵の堆雪性に関ナる研究

(諜報〉

大昧新星雲

(北海道大翠l農林専門部教授〉

Studies on the function of snow drifting by snow fence. 

SH[NGAK:U OmlI 

1 .緒言

北海道で・は森林の伐採事業はたたかた冬季に

雪上で行なわれる。そして大抵の場合， lf1で遺材

された木材は直ちに雪上を.15で最寄りの騨又は工

場などの土場まで運搬されるが，その道程は相官

の距離になるとと多く 5，6 1jl，に謹するととも珍

らしくない。ととろがとの木材搬/:H路はいつも吹

雪によって会びやかされ，特に寒冷多雪の北設の

地では，昔からー吹き千耐と呼ばれ， 1/illの大吹

雪が来る特に雲路はたちまち雲で埋め隠され，と

の除雪復哲のためには大援な経費がかかるのであ

る。との災害を何とか少しでも収減する方法♂無

いものかとは誰しも考えるととろでるる。内地で

は出作砂防によしゃ垣を立てて飛砂の内障に佼入

ナるのを防いで、居るが，雪の場合だって同じよう

なととがM'，来ないだろうかD よし歩、垣のような防

雪柵を立てて吹寄雪をその前後にも日らせ，その後

方を過る木材搬出路を防護すると云うととはIH来

そうに忠われる。然し果して防雪柵が海岸のよし

歩垣と同じような機能を護部するととが出来るか

どうか，未だIE献に分って居ない。原fTj千三氏が

「雪氷凍土」と云う著書の中でソ聯で防零柵に闘

する研究が行なわれて昂るととを紹介されて舟る

が，それがそのまま日本でも油用出来るかどうか

分らないし日本でのこの方面iの研究も少ないの

で，著者は一先十第ーに防雪柵の機能についての研

究から若手するととにしたので、るる。

防雪柵と云つでも色々の種類があって，板開

のように特閉して風を全然記:断してしまうものと

板をと格子型に空隙を開けて張並べたり， よしゃを

~l~ったりして風が之を吹き透せるようにしたもの

と，柵の上!~~を符閉じ下午を聞けてJ.\.i6下から吹

きぬけるようにしたもの~\があって，それぞれ吹

止式，吹透式，吹初t，式などと呼ばれて居る。とれ

らのうち吹梯式防雪柵は他の種類とは全然その機

能を異にして居り，とれば下牛分の開けた部分に

於げる風力を増大させるととによって，その後方

に積る雪を吹掛ってしまうのが円的である。との

吹持t，式は木材搬出路のような一時的で、小規模な場

合に・はかなり有効なものではないかと:;jすえたので・

あるが，今年はとても千をつけるととはtH来なか
った。そとで、吹透式防25柵についてで・あるが， と

の吹透の科二度が問題で，今柵の去而干111に到する25

隙部分の両杭の比率を絡!日j王手と名付ると，との格

間務は理論的には 0%から 100%に至る雨樹の問

に色々の比率のものがるると三}まえるととがM¥来る

わけである 6 ととろで極限の 0%とは空隙が無い

意味であるから吹止式防~;柵に相官ずるわけであ

り，又 100%は柵が存在しない吹きさらしの野原

を意味するわけである。勿論との削極に数必に接

近する柵は宜l際にはf'lえれないが，雨極の聞の色々

な比率の柵についての士11:雪性を調べれば此組防雪

柵の機能を明らかにするととが出来ると考えたの
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与をある。

今回の研究は従って基本研究で、あり，いきな

りその効果を事げるととが目的ではなく，叉その

可能性を知るrlJもなかったので、あるが，然し玩に
ツ聯の研究結果・がIHて昂るので， それを適用して
見て高一良い効果が梨げられたら後々の研究のた

めにも好都合が符.られると考え，又一方盗難等の

世欣や，翻illlJの都合も考え， どとか同会で監耐の

行き届く伐木事業所あたりに趨首U~i所がないもの

かと物色したととろ，幸いにも旭川皆林局で協力

していただけるととになり， Ilir[r柴'苫林守号長の1首脳

的御助力を得て同署管内上川郡ilirr肘村字ポンウフ

ン伐木事業月Ii'r:;試験地を設けるととが/1¥来たので

ある。しかも現地は!@材路が東西に通り冬季問中

常に北からのd蹴なぐりの夙に吹きさらされるflii所

で，且つ事業所に近く色々の{足立が作られたので、

ある。

E 設備と観測

1)耽雲柵の構造と設置位畳

今llilの研究に使JIjした防雪柵は格問率19，26，

:14， 44， 5696の5種類の格J子型の吹透式防雪柵で・

あつで，夫々 A，s，C，D，E柵と名付ける。その椛

誌は第 1r品lの虫fIく 2本の貫木に 6凡長のノj、舞枚を
~今一ー ーマー

.. . . . . ~ . . -ー ーー 疋

第 1 圃

艇に一定間隔を置いて釘で取付けたものであって

とのIlI1隔は柵の加知待に次式によって算出した。

b=_a (p + s) 
100-p-s 

但し bは間隔 aはノj、舞杭のIt1，Pは格問率，

Sは貫木及び斜要のrfiめる両積率で，要するに A

柵の/111附は 0.5，J'，B柵0.7，C柵1.0，D柵1.5，E 
柵2.5寸としたものである。

とれら 5種類の柵を第2闘の如くに7象め立℃
て置いた支柱の横木に縄で、取付けたので、あるが，

A柵， s柵， C柵は夫々 6枚づつを， D柵， E柵は

夫々4枚づつを一直線に連続して並ぺ，とれを前

越の木材搬IiW*の北方 25米ほどの位置K千行に
設置したのでるる。

*}It向ーι ゐ

第 2 園

2)柵の量替へについて

ムーート

防雪柵と道路との距離を 25米としたのはソ

聯の資料から低雪地帯を]象想、したためであるが，

fM同'ti-!l'lから雲の!jh和する位置を第2同の如く柵

の風下I乙後想、し，柵が~によって坦波するたびに

引抜いて|品lのように置特へるととを徐想した。と

とるが今年は例年に無い気象異境で大きな吹雪も

無く砧雲最も少なく，最初柵を設置したまま最後

まで・J1I~雲の前iさは柵尚の牛ばに達する税度に過ぎ

なかった。

3) 積雲深の観測

る日三到来の槻iJllJのため柵の前後には手製の日指

尺を立てたが， 日盛Rの長さは3米と Ln眼下去に

日躍し，とれを柵に輯接して 1本，柵の北側QPち

風上側に1.5米及び3米を隔て， 柵の市fHlJQPち風

下側に 1米， 2米， 4米， 8米， 16米を隔でて立て

た。とれを柵の種類持に 2列づっ配列し，向柵タト

の吹さらじの位置にも生本づっ2列に立て組本童文

88みこになった。との本数は日盛尺を手製する面倒

からこの程度に節約したのである‘が，後の結果か

ら見て全然少なすぎたと忠った。

観測は伐採事業所由j務の営林署々fiに仕事。
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合jJ，lJを凡て翻1JWしてよ立った。従って勾[1一定時IIH

に翻il[llすると云うわけにも行かや，池常に試象J二

の箆化， gpち降雪とか吹雪とかの援化の度毎に目

旋尺を諌んでもらった。

観測は何分にも目盛尺が手製で読みにくいも

のを鼠患の中で観測してもろうのだから 1阿の観

測にも 40分も費したそうで気の毒だったし誤讃

も生じた。

親i!liJの結果は下去の如くまとめた。去の童文字

は;ヰt雲7lJ，況の礎化を見るためのもので寅際の積雲

量を見るものでないから第 1回目の観測値宇基礎

として零とし，その後の砧‘雲の増減のみを現わし

たものである。

櫛
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4)積雲断面測定

今年は雪が少なく 3月に入るとたちまち消え

てしまいそうな筑間Eだったので， 3月10日には柵

の前後のJli'~f.J快況を右I(~居によって研究して見ょ

うと考え， A， C， Eの3種類の柵を選んで，柵と

直角に雪を 1米r!JI'C.掘り割って積雲断面を作り，

その切断面を少しく熱を力J1へて融かすととによっ

て現われる松宮の居を測定した。それぞれの居は

質を異にし，高温の連続したと考えられる屠は融

けて氷の屠をなしているものもるり，黒しぶJU，の

居もあり，更に雲の粒子も調ペたかったがそとま

では出来なかった。第31闘は積雪居担肱己の結果の

内，大まがなととろを示したものである。向積雪
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• 3 圃

居の底部は地形に従って凹凸がるったが，凶でほ

とれを水平とし， fH零の厚さだけを現わした。

E 観測結果についての考察

1)堆雲蛾況の嬰化について

目盛j之による観測結果を凡ると， ;格問j率の異

る年にI何らかにJ:lfo.雲jik況に一定の鑓化があるとと

が分る。

始めソ聯の資料治過ち推して柵の風上側にはる

まり ~Iþ.雪がなくて第 2 闘の虫fl く風下側にだけ土佐雲

がるり，それは格同率のノj、なるものほどt住雪の山

の頂上が柵に接近し且つ高さも高いが絡rm卒。

大なるに従って山の頂上が柵から離れ尚さも共第

に低くなるものと?諒恕した。ところが結果を見る

と風下側の土W.雲航況に‘ついては強想、に近い数字が

1:1\たが，風土側にも相官の:lil~雪。山が出来てしま

。'k。とれはソ聯シベリヤのような所と北海道と

では君質が異なるためもるると思われる。日IJ去を

固に描いて見ると土佐雪吠況の鑓化が良く分るが，

それによると格聞き容の一番小さいA柵では， :l:ilr~ょ

の頂貼の位置は柵より 2米{立のととろにあり，そ

れから格間卒が大きくなるに従って B柵では 3

米， C柵で4米， D柵で4.5米， E柵では6米と次

第に柵から離れて行っている。又土佐雲の出iさにつ
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いてはA柵から C柵に至るまで次第に高くなり，

絡聞き手 40%の C柵を最冶iとし， とんどは絡IHJ寧

の大なるに従って高さが減じて行く傾向が認めら

れる。次に問題の風土側でるるが，との部分の目

盛尺が少なすぎてうたl比だったが，格問率の小なる

ものほど均í~零の治i さが向く A や B 柵では風下

側;llí~雲よりも高くなって舟り，裕nu率が大となる

につれ低くなるととは判きり認められる。

ととろで風土側と風下側のj/f~雪の山の中1mの

柵の附近では士1Íõ.~が少なく一つの谷をたしている

が， との谷をよく見ると，その最低黙の位置は格

間容の小さい場合は柵位置に一致しているようだ

が，絡fW卒の大なるに従って少しく風下側に後退

し， E柵では 1米も後退して居るらしく見えた。

然しとれば断面目IJ定の結果には全然現れて居らな

いのではっきりしたととは云えない。

勾断面測定結果について

第 3f品iの断面測定の結果を見ると， iHjXjiの目

盛凡観測の結果を裏付けるような童文字が出ている

ようである。

先すコ柵のj武上側の株主の山について云えば，

A柵が一番尚く 90抑に速し， C柵で 78糎， E柵

では 65糎となって居り;格IlIJi'容の小さいものほど

尚くなっている。

次に風下側のヰi，雪の山の頂酷の位置は， A柵
では1.6米， C柵では 4.4米， E柵では6;;にとなっ

て居り，向B柵の一部分調べた結果はJif!iJには現わ

してい友いが頂賦位置は柵から 2.7米のととろに

あり，絡1111率が大なるに従って柵から遠ざかって

行く傾向がある。

グ〈にJt下側.111，4:の正~j さであるが，とれは A柵

では 90抑， B柵で 102糎， c柵で 97籾(， E柵で
64糎となワて府り， B又は C柵が最高を示し，と

の結果は日盛尺翻iIl1Jの場合とやはり同じような傾

向を示していると考えていいようである 4

3)吹雲の想定と堆零性について

防主主柵を設置した現場附近で、の気象欣況は)]IJ

k記録も無いの‘ε.旭川測候所に於ける気象翻illlJ
去から現場で吹当が生じたろうと思われる日時を

想定して見た。

との想定には，現場附近の地形を考慮に入れ

て風力と)l¥向，試i品の鑓化と降三手量，もti主j栄など

の囚子を綜合して考えればいいと思う。第ι|品H士

気象表から必要部分だけをとって困示したもので

ある。

先す=目盛jミ翻測は 2n6日に第 1JilJが測られ

3 n 10日まで、で、総って居るから，とのWJIlIJだけに
・ついて考察して見るに， とのWJ/甘j中に吹雲を生ぜ
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しめるほEの 5m/sec以上の強風の吹いたのは 3

回あり， 2月6，7， 8日にかけてと， 14， 15日にか

けてと， 28日とでるる。 ととろでその営時の気

溢について見るに最初jの 6，7， 8日の強風の時は

その以前十っと平均気温は O度紘に近い欣態がつ

づき 6日には +0.7度とたって居り，まして日中

の最高気温は 1月初日から 2月6日まで +0.5

度以上 +3.5度に建ずる高温をつづけて居り降雲

も無く積雲表面は融解し，との強風によっては吹

雪は生じなかったものと考えていいようでるる。

あとの場合は気温共他の僚件から 2月15日と 28

日の2凹吹雪がるったと想定するととが出来る。

との 2 回の吹雪がどのように土II;~航況に影響

したかを考察して見ょう。結論から先に云うと，

前項で越ペた椴雪:V~況の援化は唯との 2 回の吹雪

が決定的に作用したと云つでもいいようでるる。

第5固は第 1回目と第 2回目の吹雪によるJjh雲欣

況の鑓化を現わした闘で，吹雪の前に観測したも

のと吹雪後に観測したものとの聞に特有の鑓化を

示している。との特有の援化ほとの2凹に限るも

のであって，他の場合はljftど千行移動的に捷化し

て陥るにすぎないのである Q

岡では第 1同日の吹雪の前後の観測は馳線で

示してるり，向吹雪後の紘に黒黙を付けて直別し

てるる。それを比ると，柵外では全く千行拶動的

5 掴

κ積雪が援化しているが，柵のるる場合は特有の
控化を示ししかもとれは柵の格聞き容の嬰化に従

づて異っている。先や風土側の持1;雪は格|自j率の小

怒るものほど高くもり上って居り，格1m率が大と
訟るに従って次第に低くなって行っている。共に

風下側の務化を見るに，格問卒の小なるものほと

柵の近くで盛り上って居り， ;格聞き容の増大に従っ

てその頂賠は遠ざかって行っている。又盛り上る

程度はAから D柵まで吠第に高くなって行き D，

E柵ととんEは低くなって行く傾向が見られるο

第 2ml日の吹零の場合は寅線で示しであるが

との場合は観測した日時が吹雪のるつた日の荷台も

後もかなり日教の経過がるり，積雪が逆に沈下し

て居る形の中での比較であるので，土11;雲:V\1Jí~の鑓

化を示す固としてはやや無現があるが，向よく;絡

tlU率の控化に1'1'1.主い一定の法則に従って襲化ずる

:V~況が判然と現われて居り，第 1 凹目の場合と殆

ど同じようなととが云えるようである。向風下側

の)Cl\;~の肖さが或る率のととろ QPち第 11り!日では

D柵，第2WJ目はC柵まですC第に出iまり，そとか

ら叉共第にf尽くなって行くととは，とれば風土側

の!W.宰のおさとの閥連に於て考えらるべきもので
あろう。

;3くに想定された吹雪は秘書簡[商にはどのよう

に現われて居るかを考来して比ょうο
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第 3闘で見ると断面は a，b， c， dのJm"'?の居

で現わしてあるが，之れは詳細に調べた結果を省

略してbるので，寅は a居は更らに三つの居から

主主り， c居は五つのはっきりした屠にたって居る。

d居は積君臨f面の融解がうまく行か歩居が判きり

せ?夕、省略したものである。ととろが残ったb居は

明らかにーワ0居であって，確かにtf~2回目の吹

雲によって生じた居であると考えられる。との b

居の艶化を見ると，とれ又絡期率の蟹化に伴ない

一定の法則に従って堆零するととが認められる。

4)低雲地帯について

防雪柵の目的ほ吹雪によって吹き寄せる~を

柵の前後に堆積させて，その後方に低雪地帯を作

り，それを木材搬出路に利用するのであるから，

本研究も柵の絡目期卒の相異によって低雪地帯がど

のように援化するかを調べなければならないので

るるが，今年は観測設備の不充分と未曾有の気象

具援のため一番大切な 1月，2月に暖気つづきで，

前越の 2回の吹主主の場合と云えども風蓮 5m/sec 

かそとらに過ぎ十，北海道としては問題にならな

い程度のものであって，結局防雪柵の機能は充分

果さや，低雲地帯らしきものが A柵の柵から 8

米を中心とするあたりが考えられる位のもので，

必わしい結果を得るととが出来なかった。

百結 言

以上防雪柵の土佐雲性について，吹透式防25柵

の祐却'ji:容の挺イじするに従って吹雪による柵の前後

への吹き溜りのAA況も叉盤、化し，堆零は一定の法
則に従うととを述べたのでるるが，然しそれは大

略の傾向を知り得た程度であり，詳細については

まだまだ不明の知多く設備も苓充分で、あって，今

後更に研究を績ける必要があり，又吹掛式防雲柵

についてもその機能を明らかにせねばならない。

終りに臨み，本研究は文部省自然科事研究費

によりなされ，倫旭川J営林局首局の寅質的御援助

によるととをF甘言己する。

本研究に封し御援助を賜わった旭川替林局，

特に寅地に多大の御助力を賜わった神楽替林署長

本多信夫氏'比ぴに署員共他閥係諸氏に封し深茜な

る謝意を去する戎第である。


